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D 休止 庁内各課からの翻訳、通訳業務のほか各地区からの講師派遣依頼に対応するため、また他国との交流を図るため国際交流員の配置
を継続してきたが、21年度で一旦事業を終了する。交流から多文化共生重視へ事業をシフトして行く。
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庁内各課からの翻訳、通訳業務のほか、各地区からの講師としての派遣依頼もあり、地域住民の異文化理解のために
国際交流員は重要な役割を果たしている。

国際交流員が企画実施している英会話教室やその他イベントは、英語や外国に興味のある住民に人気が高く、異文化
理解を進めるうえで有効である。

ほぼ計画どおり達成できた。

スタッフが少ないため国際交流員をフル活用できていない。
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平成１９年度 決算内容

世界共通語である英語に親しむ機会が提供され、英語圏の外国
人とのコミュニケーションが円滑となる。
多文化にふれる機会が増える。
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型
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* 市民を対象とした英会話教室を2回、英語チャットタイムを2回、料理
  教室を4回、その他イベントを２回開催した。
* 庁内各課からの依頼による通訳・翻訳を行った。
* 地域住民及び団体、各地区国際交流協会からの派遣依頼により
  講師を務めた。
* 市広報の英語版作成を行い、外国の方への行政情報の提供を
  行った。
* 広報に国際交流員の多文化紹介コーナーを掲載した。

現在の契約では、国際交流員の任期は平成21年7月29
日までの契約となる。
今後は要望しない意向である。
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